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論文の内容の要旨

　本論文は，文化が人問とデザインの多様な要素とのインタラクションにどのような影響をおよぼしているのか

を把握することを目標としている。

　先行研究としてのイメージに関する研究の多くは，文化的デザインというテーマについては，各文化別形態や

色彩嗜好度などの表層的，審美的な要素だけに焦点が当てられてきた。本論文では，文化的変数という概念を導

入し，デザイン変数との関わりについて実証的に検証するという斬新な方法を提案しており，デザイン学の新た

な方法論として注目に値する研究である。研究のプロセスとして，電子レンジのデザインと使用について韓国と

日本の主として主婦を対象とした綴密なデザインサーベイを行い，文化とデザインとの相互関係についてのデー

タを収集し解析を行った。本論文は，既存の工学分野の先行研究が文化生成の過程を回避してデザイン方法論を

組み立てていた状況に対して文化変数という概念を取りこんで文化とデザインの相互関係の問題に意欲的に取り

組み，提案モデルの有効性や課題について実証的に明らかにした。

　論文構成は，第1章の序論において研究の目標，方法，範囲について述べ，第2章では文化の本質と定義，研

究方法論，関連学問領域について述べ，文化の包括的理解を通じて本研究の粋組みを説明している。第3章では

文化変数，第4章ではデザインの構造と方法，第5章では文化の理解のためのシステム開発，第6章ではデザイ

ンに関する文化の影響，そして第7章では結論という構成となっている。

　r本論」

　第1章では，研究の目標，方法，範囲について述べ，第2章では文化の本質と定義，研究方法論，関連学問領

域について述べ，文化の包括的理解を通じて本研究の枠組みを説明している。第3章では，文化の特性をどのよ

うに把握し文化モデルを形成するのかについて述べている。ここでは，文化の比較を行うために8つの「文化変

数」という概念を導入している。「自然に対する観念」，「時間に関する観念」，「人問関係」，「権威に関する観念」，

「感情表現」，「メッセージの文脈」，「非言語コミュニケーション」，「規則執着」の8つである。第4章では，文化

と比較対照させるためにデザインを評価するための基準となる6つの「デザイン属性」概念を導入した。「機能
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性」，「審美性」，「象徴性」，「使用性」，「感性」，「使用者観察」である。第5章では，予備実験として，文化とデ

ザインとのインタラクションとの関係を作り上げる体系の把握を電子レンジを実験資料としてインターネットを

用いたネットワークサーベイ手法によって行っている。しかし，ネットワークサーベイは次の実験方法上の諸問

題を提起した。①ネットワークを通じることによって生じる「時聞遅れの問題」，②ウエブに参加する被験者に「主

婦が少なかった」こと，③画面上でのデザイン詳細部の不理解の3点である。第6章では，前章での実験を改良

し，韓国と日本の主婦を対象とした電子レンジのユーザビリティについての本実験を実施した。分析結果の主た

る内容は次のようである。文化変数については，時問概念，自然観念，人間関係，身分と能力，感情表現に，韓

日両国間での差異があった。操作性については，日本人は文脈的判断と操作順序が外側から内側に進めるという

傾向があること。嗜好性においては，韓国ではより表現的で，名目的な価値を重視し，日本ではブランドより実

質的な価値を重視していること。使用性評価では，韓国は形態的な属性を重視し，1ヨ本はインターフェース構造

など機能的属性を重視していること。インタラクション形式では，韓国では操作前にマニュアルを読まず，日本

では操作前にマニュアルを読むこと。最後に，文化変数とデザイン属性との相互関係をデータにより説明してい

る。

　デザイン属性の機能性については，順次的対同時的，原則的対状況的，調和的対統制的，特定的対不特定的等

の文化的価値と関係が強い。また，審美性については，感情的対表現的，調和的対統制的等の文化的価値によっ

て説明できること。さらに，象徴的属性は，身分対能力，個人対集団，時問的価値によって説明できると結論付

けている。これにより，ある文化的価値を有する人がデザインとどのような相互作用を起こすのかを予測するこ

とが可能であるとしている。

　結論として，文化とデザインはおのおの異なる階層と属性を持ちながら相互的な関係があることを示し，文化

形成の段階的プロセスとデザイン形成の段階的プロセスとの構造的関係をモデル化した。

審査の結果の要旨

　本論文は，これまであまり触れられてこなかった文化とデザインの相互作用のモデル化について正面から取り

組んだ研究であり，特に韓国と日本の電化製晶に対する価値意識とユーザインタフェースデザインに対する相互

関係を実証的実験により明らかにした労作である。内容は，理論的枠組み，研究方法，論旨，研究成果の全てに

わたって，学位請求論文としての十分な水準に達している。デザインのプロセスにおいて文化的視点を如何に導

入するかという具体的な方法を提案し，文化的背景の異なる地域に対するデザインを進めるに当たって文化変数

による事前調査の有効性とその方法をまとめた著者の努力と資質は大いに評価できる。以上のようにデザイン学

に新たな研究方法を開示し，その有効性を考察した本論文の学術的意義は極めて大きい。

　一方，本論文の主題は，文化が人問とデザインとの問のインタラクションに及ぼす影響の解明に置かれている

が，デザイン支援としての実践的レベルでの検証がこれからの課題となろう。今後は著者の研究のより現場的，実

践的展開を期待したい。

　よって，著者は博士（デザイン学）の学位を受けるに十分な資格を有する者と認める。

’783一


